
協同が息づく兵庫のまちづくり

202420242024

第９期「虹の仲間づくりカレッジ」
が開催されました。

県内の協同組合の職員がつどい、
３回の研修と実践をします。第１
回の研修では、グループワークを
通して参加者同士の交流も積極的
に行われました。
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CONTENTSCONTENTS

人にも環境にもやさしい
社会の実現に向けて

生活協同組合コープ自然派兵庫
専務理事

横川 誠也
（よこがわ・せいや）

2
0
2
3
年
は
政
治
不
信
、
世
界
の
緊
張

状
態
を
印
象
づ
け
る
1
年
で
し
た
。
依
然
と

し
て
終
わ
る
事
の
な
い
世
界
の
紛
争
で
は
、

多
く
の
市
民
が
犠
牲
に
な
り
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
世
界
の
分
断
が
さ
ら
に
加

速
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
過
度
な
円

安
は
海
外
に
依
存
す
る
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
価
格
を
押
し
上
げ
、
大
半
の
国
民
の
可
処

分
所
得
を
低
下
さ
せ
国
民
生
活
を
圧
迫
す
る

結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ー
プ
自
然
派
に

お
い
て
も
、
1
人
当
の
利
用
点
数
が
低
下
し

て
い
ま
す
。
今
、
国
民
の
生
活
を
守
り
、
貧

困
支
援
、
格
差
が
広
が
ら
な
い
政
策
が
必
要

で
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
も
、
軍
事
力
増

強
を
優
先
し
5
年
間
で
43
兆
円
を
か
け
て
、

各
地
で
弾
薬
庫
を
増
設
、
反
撃
能
力
に
活
用

す
る
ミ
サ
イ
ル
の
配
備
を
進
め
て
い
く
こ
の

国
の
将
来
が
不
安
で
な
り
ま
せ
ん
。
他
国
に

お
い
て
も
核
兵
器
の
保
有
含
め
、
軍
事
動
向

が
活
発
化
し
て
い
ま
す
。
核
の
抑
止
力
や
武

力
で
、
正
し
い
平
和
を
築
く
こ
と
が
で
き
る

の
で
し
ょ
う
か
？　

ミ
サ
イ
ル
や
核
兵
器
が

存
在
す
る
限
り
、
人
類
を
危
機
に
向
か
わ
せ

続
け
る
こ
と
を
直
視
す
べ
き
で
す
。
皆
さ
ん

と
一
緒
に
、「
国
民
主
権
」「
基
本
的
人
権
の

尊
重
」「
平
和
主
義
」
の
三
大
原
則
を
も
つ

憲
法
を
守
り
、
多
様
性
や
価
値
観
の
違
い
を

認
め
合
い
、
対
立
や
分
断
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
に
対
話
を
重
ね
、
平
和
な
社
会
の
実
現
に

向
け
て
行
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
は
、

米
不
足
と
な
り
供
給
事
業
の
柱
で
あ
る
地
域

の
環
境
創
造
に
つ
な
が
る
産
直
米
の
確
保
に

苦
戦
し
て
い
ま
す
。
コ
ー
プ
自
然
派
は
、
国

産
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
推
進
と
生
産
者
を
守
る

こ
と
で
、
環
境
保
全
、
食
料
安
全
保
障
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
地

域
連
携
活
動
で
は
、
朝
来
市
と
B
L
O
F
理

論
に
よ
る
有
機
農
業
の
普
及
活
動
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
3
年
間
の
活
動
期
間
を
経
て
、

同
市
で
は
、
7
月
27
日
に
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ

レ
ッ
ジ
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。
2
0
2
4
年

度
は
、
県
内
の
連
携
生
産
地
と
消
費
地
を
つ

な
げ
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
の
実
現
を
目
指

す
組
織
と
連
携
し
、
神
姫
間
の
有
機
水
稲
の

生
産
地
拡
大
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
人
に

も
環
境
に
も
や
さ
し
い
社
会
の
実
現
に
つ
な

が
る
福
祉
事
業
の
立
ち
上
げ
を
目
指
し
協
議

を
重
ね
ま
す
。
コ
ー
プ
自
然
派
は
、
食
と
農

と
環
境
は
一
体
を
基
本
理
念
と
し
、
組
合
員

の
生
活
を
守
る
生
協
で
す
。
組
合
員
と
と
も

に
過
去
の
歴
史
か
ら
学
び
、
理
念
の
実
現
に

向
け
行
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

2 ．想点

3．虹の仲間づくりカレッジ開催／第 2回理事会報告

4．協同組合のかけ橋

5．兵庫県のページ／ヨッシーの窓

6．兵庫県生協大会／県連行事予定／編集後記
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第9期　虹の仲間づくりカレッジ開催
　2024年度の兵庫 JCC 虹の仲間づくりカレッジが、8月 6
日・ 7日に、兵庫県三木市にあるコープこうべ協同学苑に
て開催され、生協・農協・漁協の職員19人が参加しました。
　この虹の仲間づくりカレッジは兵庫県内の協同組合の
職員相互の交流を通して協同組合間協同の実現を目的と
して、2015年から開催されています。

　 1日目は、参加者の自己紹介のあと、摂南大学農学部 北川 太一教授を講師に
「協同組合への期待―くらし、地域社会に果たす役割―」の基調講義を受講。協
同学苑内の史料館の見学や、グループに分かれてのワークを通して、協同組合
の役割について考えたり、自分の組織の成り立ちを紹介しあったりしました。

　 2日目は、これまで開催された虹の仲間づくりカレッジの振
り返りをした後、それぞれが考える協同組合が取り組むべき社
会的課題解決をもとにグループ分けをしました。
　「ペーパブリッジづくり」のワークショップでチームの結束力
を高め、各チームで解決したい課題・その背景・目的などにつ
いて話し合い発表をしました。

　第 2回は、9月19日、第 3回を2025年 2月19日に開催し、第 2回
と第 3回の間に各チームで課題に対する実践をする予定です。

各班の計画案
・・小学校1～4年生に食育を通じて好き嫌いをなくしたい
・・消費者の消費行動の中にエシカル消費という考え方を広めていきたい
・・ 特に親子層へ、学びの場に参加する「きっかけ（仕組み）」をつくる。まず行動してもらうことで意識を変えたい

兵
庫 J
CC

兵
庫 J
CC

協議事項
1 ． 2024年度兵庫県生協大会に
ついて

議決事項
1 ． 2024年度生協功労者表彰に
ついて

報告事項
1 ．分野別生協・団体からの活動報告（各理事、監事より、総会評価も）
2．第 2回理事会後の兵庫県県民生活部と兵協連理事会との意見交換会
3．第 1回 兵庫県生協連 監事会開催報告
4．県議会および会員生協・団体の人事異動（就任・退任）について
5．第35回近畿地区生協・行政合同会議の開催について
6．【JCC】第41回兵庫JCC委員会開催報告
7．【JCC】第102回国際協同組合デー・兵庫県記念大会開催報告
8．その他　兵協連行事・諸活動報告（ 6／ 3～ 8／ 5分）

【開催日時】 2024年 8 月 5 日　14：00～14：56
【開催会場】 兵庫県民会館 7階「鶴」
【出 席 者】  岩山会長理事、末松副会長理事、江見専務理事、

若生、中野、小谷、横川、松永、森本、岡田、
矢田、清宮（以上、理事）、 
瀬井、多村、柏原（以上、監事）

2024年度
兵庫県生協連
第2回理事会報告
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令和6年　豊漁祈願祭 最新技術を活用した栽培管理で
「たじまピーマン」の生産振興を支える
　能勢明宏さんは、長年京都府の飲食店で調理師
をしていました。多くの食材に触れていく中で、
同じ食材でも生産地や品質によって料理の味が変
化することに気が付き、「素材から美味しいものを
作りたい」と農業に興味を持ちました。生まれ育っ
た豊岡市で長きに渡って消費者に愛されているJA
たじまのブランド「たじまピーマン」に目を付け、
9年前に就農しました。
　能勢さんが参加する同JAピーマン協議会では、
年間750tの集荷量を目標に掲げています。ピーマ
ンは乾燥に弱く、水分が不足すると変形し出荷基
準を満たさないことが多くなります。そこで、安
定した品質と出荷量を保つため、ソーラーパネル
を活用した最新の自動潅水装置を導入しました。
日射量に応じて潅水の回数が自動で調整される仕
様となっているため、過不足なく水を与えること
ができます。
　その他の水分管理対策として、全ての畝に水分
の蒸発を防ぐ防草シートを張っています。白色と
黒色のシートを使い分けることで、地温に差をつ
け、猛暑による不作の影響を減らしています。JA
たじま 営農生産部 営農企画課 TAC 今西 孝二さ
んは「豊富な知識や技術を活かして出荷量の安定
化を図る能勢さんと共に、今後もたじまピーマン
の栽培を盛り上げていきたい」と話します。
　能勢さんは、生産以外にも毎年地元の小学生に
ピーマンの植え付け体験を開催する等、食農教育
にも力を入れており、50年以上続くたじまピーマ
ンを次世代に繋げていきたいと意気込んでいます。

JA たじまJF 兵庫漁連

　 7月17日㈬、令和 6年豊漁祈願祭（主催：JF兵
庫漁連）が神戸市の海神宮にて、県内JF組合長、
系統団体・行政の約60名が出席しました。
　本祈願祭は、本県水産業の繁栄と操業安全を祈
願することを目的に毎年開催しており、県内組合
長並びに関係者が一堂に会して執り行われました。
　神事は厳粛な雰囲気の中で JF兵庫漁連田沼政
男会長により祭祀が奏上された後、参列者によっ
て玉串が奉奠され滞りなく神事が執り行われ参加
者一同は、豊かな海の創出と豊漁、操業の安全を
祈願しました。
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　みなさま、こんにちは。適格消費者団体NPO法人ひょうご消費者ネットの吉江直記です。
　夏の終わりが見えてきましたね。あれだけ暑かった夏が終わるのはうれしいはずなのに、どこか
さみしい気持ちにもなるものです。この夏は仕事上で離れてしまう人もおり、感傷的な気分になっ
てしまいます。
　さて、「SNS型投資詐欺」が急増しているというお話をしたいと思います。みなさま、X（旧ツィッ
ター）や Instagram、YoutubeなどといったSNSは利用されていますか？　SNSには本当にいろん
な情報が大量に流れてきます。私もスマホを触ると、ついついSNSを見てしまいます。興味のなかった情報も、毎日
のように見ると、ちょっと興味がでてくるなと思うくらいです。そんなSNSでお金をだまし取られるということが増
えています。例えばこんな被害です。動画配信サイトで新NISAに関する解説動画を見ており、動画の概要欄に記載
されていたURLアドレスをクリックしたところ、別のSNSのグループチャットへの参加を招待され、グループチャッ
トで「チャットの参加者はみな利益を得ています」「必ず儲けが出ます」「投資用アプリをインストールして下さい」な
どと言われ、グループチャットで知り合った人が指定する口座へのお金の振込みと暗号資産の送信をした。これが詐
欺だということになかなか気付けず、高額なお金をだまし取られてしまった、というものです。この例を聞いて、私
も解説動画をみることがあるので、ちょっと、怖くなってしまいました。他にも被害例があるので次号で一緒にみて
いきたいと思います。

適格消費者団体NPO法人ひょうご消費者ネット

窓の

〒650-0011　神戸市中央区下山手通五丁目７番11号兵庫県母子会館２階C
TEL：078-361-7201　E-mail：offi  ce@hyogo-c-net.com

ひょうご消費者ネット
連　絡　先

これからの生活設計と終活これからの生活設計と終活考えてみませんか？考えてみませんか？

～人生100年時代を生きるために～
後半人生の生活設計

9/6（金） 14：00～15：30

見逃し配信 9/6（金）17時
 ～9/9（月）24時

CFP®、社会保険労務士

井　戸　美　枝 氏
物価高で、この先どうなる？
年金、社会保険はどうなる？
漠然とした不安を解消し、自分らし
さを大切にした生活設計について、
お話しいただきます。
講師来所

【申込サイト】

～思いついた時に始めよう！～
終活に向けたライフプラン

 【共催：兵庫県金融広報委員会】

9/27（金） 14：00～15：30

見逃し配信 9/27（金）17時
 ～9/30（月）24時

一般社団法人シニア生活文化研究所 代表理事

小　谷　みどり 氏
増える一人暮らし世帯。「無縁社会」
が近づく中、「もしもの時を託す」契
約、住み替え、墓じまいなど、終活
に向けたライフプランについて、お
話しいただきます。
講師オンライン出演

【申込サイト】

【お問い合わせ】 兵庫県立消費生活総合センター 消費生活情報プラザ
〒650-0046 神戸市中央区港島中町4-2　電 話：078-302-4001（平日10時～17時）

対　　象 兵庫県在住・在勤・在学の方
申込方法 会場参加（兵庫県立消費生活総合センターへの来所） 先着30名

電話でお申し込みください。　☎ 078-302-4001（平日10時～17時）
当日のみ

オンライン参加（Zoomウェビナーでの視聴） 先着200名 ← 「見逃し配信」をご視聴の方もお申し込みが必要

　①申込サイトからお申し込みください。（下記URL　または　上記二次元コードでアクセス）
 9/6 （金） 後半人生の生活設計：https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_mp5LC5z_QcySrnXUnpRNbA
 9/27 （金） 終活に向けたライフプラン：https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_5vh23ZgjQFylnDjxUr-C3w

　②Zoomウェビナー招待メールが届きます。当日、参加リンク部分をクリックしてご参加ください。
　　・　　・申込後、数時間たっても招待メールが届かない場合は、下記までお電話でお問い合わせください。
　　・　　・いただきました個人情報は、当講座の運営管理にのみ使用いたします。

令和6年度 消費生活講座 参加無料

人生100年時代の備え、今から始める終活について、人気の専門家から消費者トラブル回避の
ポイントを学び、豊かなシニアライフをめざしましょう。
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ホームページ ●アドレス（URL）：https://www.coop-hyogo-union.or.jp●E-mailアドレス：hyogo@kobe.coop.or.jp
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こ
の
夏
、
井
伏
鱒
二
『
黒
い
雨
』
を
読
み

ま
し
た
。
最
近
の
本
で
は
な
い
の
で
難
し
い

か
な
、
と
心
配
し
て
い
た
の
で
す
が
、
い
ざ

読
み
進
め
て
み
る
と
日
記
形
式
で
書
か
れ
て

い
る
の
で
思
っ
た
よ
り
も
読
み
や
す
く
、
原

爆
投
下
の
時
の
様
子
を
追
体
験
す
る
よ
う
に

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

日
本
で
戦
争
や
原
爆
の
実
体
験
が
あ
る
方

は
、
残
念
な
が
ら
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
き
ま
す
。

で
す
が
、「
知
る
」「
考
え
る
」
と
い
う
こ
と

は
い
つ
で
も
・
だ
れ
で
も
で
き
る
の
だ
な
、

と
（
至
極
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
）
改
め

て
感
じ
た
夏
で
し
た
。

〈
権
藤
〉

編
集
後
記

9
月
6
日

兵
庫
Ｊ
Ｃ
Ｃ
幹
事
会

9
月
9
日

ひ
ょ
う
ご
ま
る
ご
と
健
康
チ
ャ
レ

ン
ジ
実
行
委
員
会

9
月
19
日

兵
庫
Ｊ
Ｃ
Ｃ　

虹
の
仲
間
づ
く
り

カ
レ
ッ
ジ

9
月
24
日

組
合
員
の
参
加
を
考
え
る
研
究
会

9
月
25
日

生
協
活
動
委
員
会

202４年度202４年度 兵庫県生協大会兵庫県生協大会
つながる力で未来を拓く～平和で持続可能な社会の実現～つながる力で未来を拓く～平和で持続可能な社会の実現～

ひら

神 戸 市神 戸 市 長長
兵庫県議会議長兵庫県議会議長

兵庫県生協連会長表彰兵庫県生協連会長表彰

主催者あいさつ主催者あいさつ 兵庫県生協連会長理事兵庫県生協連会長理事
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記念式典第１部

と　き：

ところ：ラッセホールラッセホール
ＪＲ・阪神「元町駅」下車
　東改札口から北へ徒歩７分
神戸市営地下鉄「県庁前駅」下車
　北東へ徒歩５分

2024年10月24日（木）2024年10月24日（木）
13：00～16：00（12時開場）13：00～16：00（12時開場）

（会場が例年と異なります）（会場が例年と異なります）
■

■講師　安田菜津紀氏の書籍販売・サイン会
■生協の商品紹介（サンプル配布など）
■健康チェック（血圧、握力、骨密度など）

■賀川豊彦 関東大震災時の支援活動パネル展示

ＶＲ（仮想現実）ゴーグルで “防災・減災”
“万一に備える” 体験

催しのご案内
12：00～16：30（式典、講演中を除きます）

講師
安田菜津紀氏

検索兵庫県生活協同組合連合会神戸市中央区下山手通４丁目16－３ 兵庫県民会館内
ＴＥＬ（078）３９１－８６３４

主催／兵庫県生活協同組合連合会

 ■ プロフィール ■ 

紛争地、被災地に生きる人々の声
～取材から見えてきたこと～記念講演

1987年神奈川県生まれ。認定NPO法人 Dialogue for People（ダイアローグフォーピープル／
D4P）フォトジャーナリスト。同団体の副代表。
16歳のとき、「国境なき子どもたち」友情のレポーターとしてカンボジアで貧困にさらされる子ど
もたちを取材。現在、東南アジア、中東、アフリカ、日本国内で難民や貧困、災害の取材を進める。
東日本大震災以降は陸前高田市を中心に、被災地を記録し続けている。
著書に『国籍と遺書、兄への手紙　ルーツを巡る旅の先に』（ヘウレーカ）、他。上智大学卒。
現在、TBSテレビ『サンデーモーニング』にコメンテーターとして出演中。

1987年神奈川県生まれ。認定NPO法人 Dialogue for People（ダイアローグフォーピープル／
D4P）フォトジャーナリスト。同団体の副代表。
16歳のとき、「国境なき子どもたち」友情のレポーターとしてカンボジアで貧困にさらされる子ど
もたちを取材。現在、東南アジア、中東、アフリカ、日本国内で難民や貧困、災害の取材を進める。
東日本大震災以降は陸前高田市を中心に、被災地を記録し続けている。
著書に『国籍と遺書、兄への手紙　ルーツを巡る旅の先に』（ヘウレーカ）、他。上智大学卒。
現在、TBSテレビ『サンデーモーニング』にコメンテーターとして出演中。

◆定　員／200人（先着順）
◆入場料／無料
◆申し込み／各生協・兵庫県生活協同組合連合会まで
◆申し込み締切／10月４日（金）
※参加証の送付はありません

第 2部

※諸般の事情により、やむを得ず中止、又は内容を
変更する場合があります。

※悪天候による交通状況で中止する場合は、当日朝
９時に兵庫県生活協同組合連合会ホームページに
掲載いたします。

※諸般の事情により、やむを得ず中止、又は内容を
変更する場合があります。

※悪天候による交通状況で中止する場合は、当日朝
９時に兵庫県生活協同組合連合会ホームページに
掲載いたします。

主催：生活協同組合コープこうべ SDGs 推進部　　後援：兵庫県

●ポリ袋調理
（カレー）の学習・試食
●長期保存パンの試食・販売

他にもいろいろ！ 詳しくは HP へ


